
前期学校評価結果の概要 
           ―― これまでの教育をチェックし、後期に向けて改善する ―― 

                子どもたちにとって楽しみな夏休みも終わり、前期後半の 

          教育活動が始まりました。７月中旬、生徒と教師、それに保 

          護者の皆様にご回答いただいたアンケートをもとに、前期学 

          校評価（セルフ・エバリュエーション）結果の概要をお知ら 

          せいたします。本校では、今年度から学校評価のアンケート 

          内容を教育活動全般に関わる項目と知・徳・体に関わる項目 

          に分け、教育活動のねらいがねらい通りに達成されているか 

          どうかを確認いたしました。質問に対し「そう思う」、「だい 

          たいそう思う」を Yes、「あまりそう思わない」「全くそう思 

          わない」を No として集計してみました。 

● ＜教育活動全般にかかわる項目＞ 保護者回答 

１ 健康で安全な学校生活への取組 （Ｙｅｓ ９４％  Ｎｏ ６％） 

２ 清潔で落ちいた学習環境づくり （Ｙｅｓ ９３％  Ｎｏ ７％） 

３ 小規模校の良さを生かした指導 （Ｙｅｓ ８５％  Ｎｏ １５％） 

４ たより、ＨＰ等の効果 （Ｙｅｓ ９３％  Ｎｏ ７％）  

５ 連絡手段としてのまもメールの効果 （Ｙｅｓ ９４％ Ｎｏ ６％） 

６ 保護者の意見を伝える場 （Ｙｅｓ ８８％ Ｎｏ １２％） 

７ 子どもの連絡や相談がしやすい（Ｙｅｓ ８１％ Ｎｏ １９％）       調理実習の出来栄え最高！ 

  教育活動全般につきましては比較的高い評価をいただきました。健康で安全な学校づくりの取 

組や連絡手段としての「まもメール」の本格実施はかなり功を奏していることが伺われます。一方、 

子どもの連絡や相談がしやすいこと、小規模校の良さを生かした指導につきましては、今後いっ 

そうの改善や工夫ある指導に努めます。 

 

● ＜確かな学力保障にかかわる項目＞ 生徒・保護者・教師回答 

１ 基礎・基本の定着について 

   生徒（Ｙｅｓ ６５％ Ｎｏ ３５％） 保護者（Ｙｅｓ ６２％ Ｎｏ ３８％） 

   教師（Ｙｅｓ ８０％ Ｎｏ ２０％） 

２ 生徒の授業意欲について 

   生徒（Ｙｅｓ ６２％ Ｎｏ ３８％） 保護者（Ｙｅｓ - ％ Ｎｏ - ％） 

   教師（Ｙｅｓ １００％ Ｎｏ ０％） 

３ 生徒の提出物について 

   生徒（Ｙｅｓ ７６％ Ｎｏ ２４％） 保護者（Ｙｅｓ ４３％ Ｎｏ ５７％） 

   教師（Ｙｅｓ ７３％ Ｎｏ ２７％） 

４ 学校からの便りについて 

   生徒（Ｙｅｓ ７３％ Ｎｏ ２７％） 保護者（Ｙｅｓ ８４％ Ｎｏ １６％） 

   教師（Ｙｅｓ ９３％ Ｎｏ ７％）                           こうしたらうまくいくかな？ 
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    教師が感じているほど、生徒自身の授業意欲は高くはないという結果が出ました。生徒たちは 

授業中一生懸命考えようとする姿勢が見られますが、今後更に子どもたちの学ぶ意欲を高めら 

れるような授業づくりに、教師一人一人が努めていきたいと思います。 

 

● ＜豊かな人間形成にかかわる項目＞生徒・保護者・教師回答 

５ だれとでも分け隔てなく接する 

   生徒（Ｙｅｓ ６８％ Ｎｏ ３２％） 保護者（Ｙｅｓ ８４％ Ｎｏ １６％） 

   教師（Ｙｅｓ ８０％ Ｎｏ ２０％） 

６ 進んで仕事に取り組む 

   生徒（Ｙｅｓ ８２％ Ｎｏ １８％） 保護者（Ｙｅｓ ９１％ Ｎｏ ９％） 

   教師（Ｙｅｓ ８７％ Ｎｏ １３％） 

７ 行事、生徒会活動への取組 

   生徒（Ｙｅｓ ８７％ Ｎｏ １３％） 保護者（Ｙｅｓ ９３％ Ｎｏ ７％）    女バスケ部校長室に登場！ 

   教師（Ｙｅｓ １００％ Ｎｏ ０％） 

    行事や生徒会活動など、進んで仕事に取り組む深中生の良さが数値に表れています。しかし、 

   だれとでも分け隔てなく接することは、親や教師が思っているほど子どもたちにとって簡単なこと 

   ではないようです。 

 

● ＜健やかな心身支援にかかわる項目＞ 生徒・保護者・教師回答 

８ 自分からあいさつできる 

   生徒（Ｙｅｓ ８４％ Ｎｏ １６％） 保護者（Ｙｅｓ ７０％ Ｎｏ ３０％） 

   教師（Ｙｅｓ ２７％ Ｎｏ ７３％） 

９ シャツ、タオル等がきちんとしている（身なりをだらしなくしない） 

   生徒（Ｙｅｓ ８２％ Ｎｏ １８％） 保護者（Ｙｅｓ ９０％ Ｎｏ １０％） 

   教師（Ｙｅｓ ５３％ Ｎｏ ４７％） 

10 時間を守る                                     読み聞かせに耳を傾ける 

   生徒（Ｙｅｓ ８６％ Ｎｏ １４％） 保護者（Ｙｅｓ ６４％ Ｎｏ ３６％） 

   教師（Ｙｅｓ ８７％ Ｎｏ １３％） 

   「あいさつ」や「身なり」は学校の重点項目の一つですが、ここに生徒、保護者と教師の間に大き 

な隔たりが見られます。子どもたちから見れば自分からあいさつしている、身なりを整えている 

ということだと思います。しかし教師から見ると、まだまだということです。 

 

＜自由記述欄にいただいたご意見について＞ 

 さまざまなご意見ありがとうございました。学校、学級からの便りやまもメールの効果に高い評価をいただ

きました。今後ますます充実したものにしていきます。授業内容についてのご意見につきましては、新た

に立ち上げた学力保障部を中心に、授業の質の更なる向上やわかる授業のための指導の工夫等を図っ

ていきたいと思います。 

 部活動については、いろいろな観点からのご意見をいただきました。生徒数の減尐が進む本校の現実

を踏まえ、今後の部活動のあり方を考える時期に至っていると感じています。ＰＴＡ総会で会長様から話

があったように、保護者、地域の方々と今後を見据えた部活動のあり方を検討する方向で進んでいます。 

 

 


